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第
五
章

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
容
と
整
備

（
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
第
Ⅲ
期
）

一
九
五
九
〜
一
九
九
六
年

本
章
で
は
、
施
設
拡
張
期
（
一
九
五
九
〜
七
一
年
）、
構
内
環
境
整
備
期
（
一
九
七
二
〜
八
五
年
）、
施
設
の
更
新
と
高
層
化
期
（
一

九
八
六
〜
九
六
年
）
の
三
期
に
区
分
し
て
筆
を
進
め
る
。

対
象
と
な
る
約
三
五
年
間
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
高
度
経
済
成
長
を
反
映
し
て
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
中
央
道
路
を

基
軸
に
北
へ
拡
張
し
、
研
究
教
育
施
設
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
南
は
学
外
利
用
を
含
め
た
共
同
利
用
施
設
へ
変
化
し
、
余
白
を
埋
め
る

よ
う
に
研
究
教
育
施
設
の
拡
充
が
行
わ
れ
、
最
初
の
一
〇
年
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
図
」
が
形
成
さ
れ
る
。
施
設
の
充
足
を
目
的
に
乱

開
発
的
な
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
生
じ
、
瞬
く
間
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
骨
格
が
出
来
上
が
る
。
続
く
一
五
年
は
、
石
油
危
機
の
影
響
や
社
会
的

に
「
環
境
」
が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
構
内
環
境
整
備
が
行
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
彩
り
を
添
え
た
戦

前
の
木
造
施
設
群
の
相
次
ぐ
消
滅
や
、
度
重
な
る
遺
跡
発
掘
に
よ
っ
て
保
存
問
題
も
持
ち
上
が
り
、「
地
」
の
部
分
が
充
実
さ
れ
た
。

最
後
の
一
〇
年
は
、「
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
構
内
環
境
整
備
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
国
際
化
な
ど
の
社
会
的

要
求
に
呼
応
す
る
施
設
充
実
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
研
究
教
育
施
設
が
更
新
さ
れ
、
中
層
か
ら
高
層
へ
と
姿
を
変
え
る
が
、
施
設
自
体

に
も
景
観
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
、
今
日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
へ
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。

第
一
節

施
設
拡
張
期
（
一
九
五
九
〜
七
一
年
）

こ
の
時
期
は
戦
後
期
の
北
海
道
大
学
に
お
い
て
他
に
類
を
見
な
い
拡
張
期
で
、
理
工
系
学
生
の
増
募
や
大
学
院
の
充
実
、
教
養
部
の
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設
置
に
伴
い
、
木
造
老
朽
化
諸
施
設
の
更
新
増
築
が
課
題
と
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
検
討
を
目
的
と
し
て
、
一
九
六
三
年
一
月
、

七
カ
条
に
よ
る
「
北
海
道
大
学
施
設
計
画
委
員
会
規
程
」
が
制
定
さ
れ
、
学
長
、
施
設
部
長
、
各
部
局
部
長
を
中
心
と
し
た
施
設
計
画

委
員
会
が
、
同
年
二
月
二
十
日
を
第
一
回
と
し
て
不
定
期
に
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
第
四
回
（
六
五
年
十
月
十
八
日
）
の
議
事
録
で

は
、
議
題
は
大
き
く
建
設
計
画
案
と
環
境
整
備
計
画
に
分
か
れ
、
以
後
も
審
議
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
況
と
長
期
計
画
が
く
い
違

い
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
早
急
な
施
設
拡
充
が
求
め
ら
れ
た
当
時
の
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

拡
張
期
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
平
面
的
成
長
か
ら
立
体
的
成
長
を
遂
げ
、
組
織
改
革
に
よ
る
近
代
化
が
、
合
理
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
建
築
物
に
反
映
さ
れ
た
。
同
時
に
、
木
造
建
築
物
が
姿
を
消
し
始
め
、「
明
治
」
の
色
合
い
が
薄
ら
い
で
い
く
。
施
設
の
外
観
的
特

徴
も
様
式
的
建
築
か
ら
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
、
折
衷
的
建
築
へ
と
変
化
し
、
時
代
背
景
を
伴
っ
た
学
内
各
部
局
の
改
組
の
混
沌
と
し
た

状
況
が
、
建
築
意
匠
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
っ
た
。

様
式
的
建
築
物
と
し
て
農
学
部
本
館
（p.a.116

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
三
六
年
の
第
二
期
工
事
以
来
建
設
が
中
止
さ
れ
て
い
た
が
、

五
一
年
に
工
事
を
再
開
し
、
六
〇
年
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
三
階
、
地
下
一
階
建
て
で
あ
る
。
正
面
に
塔
を
掲

げ
、
水
平
帯
に
よ
り
地
階
を
基
壇
に
見
立
て
た
、
左
右
対
称
形
の
正
面
性
の
強
い
建
築
で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
で
仕
上
げ
た
外

観
は
重
厚
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
装
飾
な
ど
詳
細
ま
で
綿
密
な
意
匠
が
施
さ
れ
た
様
式
的
建
築
は
、
戦
後
は
計
画
さ
れ
な
か
っ

た
。一

九
五
六
年
九
月
十
五
日
午
後
、
中
央
講
堂
（
現
存
せ
ず
）
裏
で
八
〇
周
年
記
念
会
館
の
定
礎
式
が
行
わ
れ
た
。
学
内
外
の
寄
付
に

よ
り
建
設
さ
れ
た
こ
の
建
物
は
、「
ク
ラ
ー
ク
会
館
」（p.a.121,

122
）
と
名
称
が
定
め
ら
れ
五
九
年
竣
工
し
た
（
ク
ラ
ー
ク
会
館
設

立
に
伴
う
寄
付
事
業
及
び
寄
付
の
概
要
は
『
北
大
百
年
史
』
通
説
、
四
二
八
〜
四
二
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。
一
部
鉄
骨
造
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
二
階
、
地
下
一
階
建
て
、
延
べ
一
八
五
二
坪
で
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
大
講
堂
、
集
会
室
、
食

堂
、
喫
茶
室
、
宿
泊
室
を
配
し
、
国
立
大
学
で
は
初
め
て
の
学
生
会
館
で
あ
っ
た
。
水
平
線
を
強
調
し
た
軽
快
な
外
観
、
明
解
な
平
面
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計
画
を
持
つ
ク
ラ
ー
ク
会
館
は
、
北
海
道
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
嚆
矢
で
あ
り
、「
近
代
建
築
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
北
海
道

き
く
た
け
き
よ
の
り

の
気
候
風
土
に
適
し
た
建
築
」（『
新
建
築
』
六
〇
年
二
月
号
、
菊
竹
清
訓
の
論
考
）
と
好
評
を
博
し
た
。
設
計
は
工
学
部
の
太
田
實
で

あ
る
。
太
田
は
東
京
大
学
卒
業
、
学
生
時
代
、
丹
下
健
三
に
影
響
を
受
け
た
。
丹
下
健
三
は
、
広
島
平
和
会
館
陳
列
館
（
五
二
年
）、

香
川
県
庁
舎
（
五
八
年
）、
国
立
代
々
木
競
技
場
（
六
四
年
）、
東
京
都
新
庁
舎
（
九
一
年
）
な
ど
の
設
計
で
知
ら
れ
る
。
太
田
は
、
丹

下
が
一
等
案
と
な
る
「
在
バ
ン
コ
ッ
ク
日
本
文
化
館
設
計
競
技
」（
四
三
年
）
の
手
伝
い
を
す
る
な
ど
、
丹
下
と
の
親
交
が
深
か
っ
た

と
い
う
。
太
田
は
四
八
年
、
北
海
道
大
学
工
学
部
建
築
都
市
学
科
設
置
に
伴
い
助
教
授
に
就
任
、
教
鞭
の
か
た
わ
ら
、
北
海
道
を
中
心

に
設
計
活
動
を
行
っ
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト
で
あ
る
。
太
田
の
作
品
と
し
て
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
施
設
群（
七
一
年
）、

北
海
道
立
近
代
美
術
館
（
七
七
年
）
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
大
麻
住
区
計
画
（
六
一
年
）
な
ど
都
市
、
地
域
計
画
の
分
野
で
も
足
跡
を
残

し
て
い
る
。
近
代
建
築
に
関
す
る
世
界
的
名
著
Ｇ
・
ギ
ー
デ
オ
ン
『
空
間
・
時
間
・
建
築
』
の
翻
訳
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
六
一
年
、
医
学
部
附
属
病
院
（
現
存
せ
ず
、p.a.129

）
が
竣
工
す
る
。
低
層
の
外
来
病
棟
に
対
し
て
高
層
の
一
般
病
棟

を
配
置
す
る
と
い
う
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
。
水
平
性
が
強
調
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
・
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
（
非
耐
力
壁
）
を
用
い
た
軽
快

な
外
観
は
、
病
院
の
近
代
化
を
体
現
し
た
建
築
で
あ
っ
た
。
設
計
は
、
太
田
實
と
落
藤
藤
吉
で
あ
る
。
落
藤
は
二
五
年
東
京
帝
国
大
学

工
学
部
建
築
学
科
を
卒
業
し
、
大
阪
府
警
察
技
師
、
同
建
築
技
師
を
経
て
、
二
八
年
五
月
よ
り
北
海
道
帝
国
大
学
営
繕
課
長
、
戦
後
は

文
部
大
臣
官
房
教
育
施
設
部
札
幌
工
事
事
務
所
長
兼
北
海
道
大
学
事
務
局
施
設
課
長
を
務
め
た
。
四
六
年
か
ら
の
二
年
間
は
、
工
学
部

建
築
工
学
科
の
教
授
も
併
任
し
た
。
こ
の
間
、
江
別
第
二
小
学
校
（
江
別
市
、
五
〇
年
）
や
幌
別
小
学
校
（
登
別
市
）
な
ど
道
内
小
中

学
校
の
設
計
を
数
多
く
手
掛
け
、
戦
後
学
校
建
築
の
改
善
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

学
内
施
設
の
中
で
、
研
究
教
育
施
設
が
最
も
多
く
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。「
教
官
の
研
究
と
調
査
、
学
生
の
学
習

と
教
養
の
場
」
と
し
て
の
附
属
図
書
館
（p.a.134,

585

〜587

）
が
、
一
九
六
〇
年
を
第
一
期
と
し
て
、
六
五
年
、
延
べ
三
七
九
〇
坪

で
竣
工
す
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
四
階
建
て
、
大
学
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
満
た
し
う
る
明
解
な
平
面
計
画
を
持
つ（
附

286286286286286286286通史 第四編 キャンパスの変遷 286



属
図
書
館
の
設
立
経
緯
は
『
北
大
百
年
史
』
通
説
、
四
二
九
〜
四
三
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。
全
体
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
仕
上
げ
で
、

正
面
二
層
に
わ
た
る
柱
な
ど
垂
直
性
の
強
い
外
観
を
持
つ
。
こ
の
大
柱
の
背
後
に
あ
る
二
層
吹
抜
け
の
玄
関
ホ
ー
ル
は
、
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
敷
地
の
高
低
差
を
利
用
し
、
四
階
建
て
の
開
架
閲
覧
室
を
含
む
東
側
の
棟
は
、
採
光
を
目
的
と
し
て
多

く
の
窓
が
穿
た
れ
、
重
厚
さ
と
軽
快
さ
が
同
居
し
て
い
る
。
西
に
古
河
講
堂
を
控
え
、
正
門
か
ら
農
学
部
本
館
に
至
る
軸
線
上
敷
地
の

性
格
を
反
映
し
て
、
近
代
的
手
法
を
用
い
な
が
ら
も
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
景
観
的
調
和
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

新
制
大
学
と
し
て
再
出
発
し
た
北
海
道
大
学
に
お
い
て
、
教
養
部
の
設
置
は
急
務
で
あ
り
、
施
設
拡
充
も
急
が
れ
た
。
そ
の
状
況
は
、

一
九
六
一
年
の
Ｎ
棟
の
竣
工
を
初
め
と
し
て
、
六
四
年
Ｓ
棟
（p.a.149

）
竣
工
ま
で
の
三
年
間
で
延
べ
五
〇
四
〇
坪
が
建
設
さ
れ
、
六

三
年
の
雨
天
体
操
場
（
七
七
七
坪
、p.a.127

）、
六
八
年
の
附
属
図
書
館
教
養
分
館
（
七
四
三
坪
、p.a.150,

164

）、
六
八
年
の
福
利
厚

生
会
館
（
九
七
八
坪
、p.a.151

）
の
竣
工
と
教
養
部
地
区
の
相
次
ぐ
施
設
拡
充
が
物
語
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
経
済
性
を
優
先
さ
せ

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
中
廊
下
型
平
面
で
、
こ
の
時
期
に
標
準
的
な
建
物
群
で
あ
る
が
、
中
央
道
路
に
面
す
る
Ｅ
棟
（p.a.128

）

に
は
近
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
見
て
と
れ
る
。
全
体
は
タ
イ
ル
張
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
北
一
ス
パ
ン
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
、

一
階
部
分
は
ピ
ロ
テ
ィ
ー
と
い
う
柱
列
で
解
放
し
、
上
部
に
は
ブ
リ
ー
ズ
ソ
レ
イ
ユ
（
日
除
け
ル
ー
バ
ー
）
が
見
ら
れ
る
。

教
養
部
と
並
び
、
戦
後
に
設
置
さ
れ
た
文
系
学
部
の
施
設
（p.a.139

）
建
設
も
急
が
れ
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
一
九
六
五
年
か
ら
六

九
年
に
落
成
を
見
た
。
当
初
は
文
系
全
学
部
の
合
同
校
舎
の
計
画
も
あ
っ
た
が
、
通
称
「
軍
艦
講
堂
」（p.a.140

）
を
共
用
と
し
、
学

部
ご
と
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
廊
下
で
関
連
付
け
る
計
画
に
変
更
さ
れ
た
。
全
て
タ
イ
ル
仕
上
げ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
三
〜
六
階
建
て
、

中
廊
下
型
平
面
で
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
を
必
要
面
積
分
繋
ぎ
あ
わ
せ
る
と
い
う
、
将
来
の
増
築
を
見
越
し
た
計
画
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
当
時
、
日
本
建
築
界
を
賑
わ
せ
た
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
グ
ル
ー
プ
と
の
関
連
も
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
設
計
は
、
事
務

局
施
設
部
お
よ
び
北
海
道
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
現
ド
ー
コ
ン
）
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
、
六
七
年
か
ら
六
九
年
に
建
設
さ
れ
た
一

連
の
医
学
部
基
礎
医
学
実
験
研
究
棟
（p.a.146

）
に
も
見
ら
れ
、
無
駄
を
省
い
た
合
理
的
な
計
画
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
ま
さ
し
く
「
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
工
学
部
で
は
、
一
九
五
四
年

か
ら
五
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
建
築
工
学
科
（p.a.118

）、
冶
金
工
学
科
の
校
舎
建
設
を
皮
切
り
に
、
七
一
年
電
気
工
学
科
、
生

体
工
学
科
棟
に
至
る
ま
で
全
面
的
な
建
設
工
事
が
行
わ
れ
た
。
同
時
に
、
長
年
「
白
堊
館
」
の
通
称
で
、
北
海
道
大
学
の
顔
の
一
つ
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
木
造
の
旧
工
学
部
本
館
が
消
滅
し
た
。
六
三
年
か
ら
附
属
第
二
農
場
南
東
で
獣
医
学
部
（p.a.133,

136

）
の

新
築
工
事
が
始
ま
り
、
六
六
年
ま
で
に
二
八
一
六
坪
が
完
成
し
た
。
六
五
年
に
は
、
応
用
電
気
研
究
所
研
究
棟（
二
〇
一
六
坪
、p.a.135

）

と
薬
学
部
研
究
教
育
棟
（
二
七
三
〇
坪
、p.a.148

）
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
六
年
設
置
の
歯
学
部
で
も
、
研
究
棟
お
よ
び
褐
色
で

水
平
連
続
窓
を
も
つ
附
属
病
院（p.a.141

）の
建
設
が
、
三
四
三
一
坪
で
七
〇
年
に
完
成
す
る
。
さ
ら
に
、
低
温
科
学
研
究
所（p.a.152

）

は
、
六
八
年
、
理
学
部
前
か
ら
現
在
地
に
移
転
を
完
了
し
た
。

研
究
教
育
施
設
以
外
で
は
、
一
九
五
二
年
以
降
、
一
二
年
間
に
わ
た
っ
て
燃
料
用
石
炭
を
輸
送
し
た
蒸
気
機
関
車
の
引
き
込
み
線
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
り
六
四
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
期
の
大
拡
張
に
よ
り
、
現
在
の
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
骨
格
が
完
成
し
た
が
、
施
設
充
足
を
最
優
先
に
掲
げ
た

計
画
が
多
く
の
歴
史
的
な
建
築
物
を
失
わ
せ
た
。

第
二
節

構
内
環
境
整
備
期
（
一
九
七
二
〜
八
五
年
）

一
九
六
九
年
に
始
ま
っ
た
大
学
紛
争
後
の
施
設
再
整
備
と
並
行
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。
大
学
の
組
織
改

革
に
連
動
し
て
、
施
設
の
新
設
、
増
設
が
行
わ
れ
た
量
の
時
代
か
ら
、
質
の
向
上
を
求
め
る
時
代
へ
と
変
化
し
た
。
大
学
紛
争
を
機
に

大
学
改
革
の
動
き
が
に
わ
か
に
活
発
に
な
り
、「
環
境
問
題
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
七
〇
年
代
に
環
境
科
学
研
究
科
の
設
置
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
教
育
施
設
の
充
足
を
新
築
施
設
に
よ
っ
て
満
た
し
た
時
代
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に
対
し
、
遺
跡
や
建
築
物
の
保
存
が
課
題
と
な
る
。

こ
の
時
期
の
構
内
環
境
整
備
は
、
大
き
く
、
交
通
問
題
、
施
設
設
備
の
充
実
、
植
栽
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
交
通
整
備
と
し
て
、

構
内
道
路
の
人
車
分
離
、
基
幹
道
路
、
学
部
連
絡
道
路
、
防
災
道
と
周
縁
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
ク
ラ
ー
ク
像
前
に
ロ
ー
タ
リ
ー

を
設
置
、
久
し
く
溝
川
と
な
っ
て
い
た
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
下
流
を
暗
渠
と
し
て
遊
歩
道
を
設
置
す
る
な
ど
、
建
築
物
に
留
ま
ら
な
い

計
画
も
見
ら
れ
た
。
設
備
面
で
は
、
暖
房
や
給
水
設
備
が
集
中
化
さ
れ
、
札
幌
市
の
下
水
道
の
完
成
に
よ
り
共
同
排
水
溝
も
設
置
さ
れ

た
。
植
栽
に
関
す
る
措
置
と
し
て
は
、
一
九
七
二
年
度
か
ら
七
六
年
度
の
五
カ
年
計
画
で
、
中
央
道
路
周
辺
、
文
系
校
舎
東
側
、
中
央

ロ
ー
ン
周
辺
に
お
い
て
緑
地
帯
の
植
樹
や
保
存
整
備
が
行
わ
れ
た
。
す
で
に
、
北
海
道
大
学
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画
に
つ
い

て
、
第
四
回
施
設
計
画
委
員
会
か
ら
審
議
が
重
ね
ら
れ
お
り
、
議
事
録
に
よ
る
と
、
緑
地
計
画
、
道
路
、
囲
障
、
排
水
、
池
作
り
の
五

項
目
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
審
議
は
、
後
に
「
環
境
整
備
実
施
計
画
」
お
よ
び
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
」

と
し
て
一
九
七
二
年
十
一
月
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
の
学
内
道
路
鋪
装
中
に
、
電
子
科
学
研
究
所
西
側
の
中
央
道
路
お
よ
び
古
河
講
堂
前
で
、
九
〜
一
〇
世
紀
の
竪
穴
住
居

趾
が
発
見
さ
れ
、
工
事
が
長
期
に
わ
た
り
中
断
し
た
。
こ
れ
を
発
端
と
し
て
、
工
事
前
の
調
査
が
文
化
財
保
護
法
に
従
っ
て
徹
底
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
中
央
食
堂
前
に
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
恵
迪
寮
建
設
工
事
に
先
立
ち
、
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
近
辺
で
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
は
、
八
〇
年
十
月
、
遺
跡
保
存
公
園
と
さ
れ
た
。
な
お
、
遺

跡
の
保
存
に
つ
い
て
の
動
き
は
、
す
で
に
第
二
二
回
施
設
計
画
委
員
会
（
七
二
年
十
一
月
八
日
）
に
お
い
て
、「
ア
イ
ヌ
遺
跡
」
に
立

ち
入
る
自
動
車
を
排
除
す
る
た
め
の
フ
ェ
ン
ス
設
置
要
求
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
第
四
四
回
施
設
計
画
委
員
会
（
八
四

年
四
月
十
一
日
）
に
お
い
て
、
埋
蔵
文
化
財
に
関
し
て
文
化
財
保
護
法
（
第
五
七
条
の
三
）
が
確
認
さ
れ
、
文
化
財
保
護
法
の
抜
粋
が

資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。

遺
跡
の
保
存
と
同
時
に
建
物
の
保
存
や
移
築
も
相
次
い
だ
。
す
で
に
、
第
九
回
施
設
計
画
委
員
会
（
一
九
六
八
年
九
月
十
一
日
）
に
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お
い
て
、
四
項
目
の
議
題
の
第
二
と
し
て
「
保
存
建
物
」
の
項
が
確
認
さ
れ
、「
明
治
年
代
竣
工
で
特
殊
な
建
物
の
調
査
書
」（
六
八
年

調
べ
）
と
し
て
九
棟
の
建
物
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
後
、
小
委
員
会
を
組
織
し
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
第
一
一
回
施
設
計
画
委
員

会
（
六
八
年
十
一
月
二
十
七
日
）
で
、
六
棟
の
保
存
が
決
定
、
う
ち
第
二
農
場
の
追
込
及
耕
馬
舎
、
穀
物
庫
は
文
化
財
指
定
の
見
通
し

が
つ
い
て
い
た
と
あ
る
。
中
で
も
、
旧
林
学
教
室
（
古
河
講
堂
）
は
、
建
築
工
学
科
教
授
会
お
よ
び
北
海
道
建
築
史
委
員
会
か
ら
、
同

規
模
の
道
内
現
存
明
治
建
築
で
は
函
館
市
の
公
会
堂
と
な
ら
び
価
値
あ
る
建
物
と
し
て
保
存
要
請
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
大
学
指
定
の
保
存
建
物
と
し
て
、
模
範
家
畜
房
（p.a.613

）、
穀
物
庫
（p.a.614

）、
旧
昆
虫
学
教
室
（p.a.620

）、

旧
図
書
館
（p.a.621

）、
旧
林
学
講
堂
（
古
河
講
堂
）（p.a.623

）、
旧
農
業
経
済
学
教
室
（p.a.028

）
が
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一

九
七
九
年
四
月
、
旧
農
業
経
済
教
室
は
焼
失
し
た
。
七
九
年
八
月
に
は
、
附
属
第
二
農
場
に
あ
る
模
範
家
畜
房
（
モ
デ
ル
・
バ
ー
ン
）

が
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
模
範
家
畜
房
、
穀
物
庫
な
ど
現
存
す
る
附
属
第
二
農
場
一
連
の
建
築
物
は
、
獣
医
学
部
や
低

温
科
学
研
究
所
の
移
設
に
よ
り
、
明
治
期
に
建
設
さ
れ
た
他
の
諸
施
設
同
様
取
り
壊
し
の
危
機
に
瀕
し
た
が
、
工
学
部
の
横
山
尊
雄
教

授
ら
の
研
究
に
よ
り
そ
の
歴
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、
保
存
に
至
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
の
指
導
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
第
二
農
場
諸
施
設
は
、

ツ
ー
・
バ
イ
・
フ
ォ
ー
構
法
の
原
型
で
あ
る
、
バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
構
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
日
本
建
築
史
上
で
も
価
値
あ
る
建
物

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
も
図
ら
れ
た
。「
建
物
充
足
率
一
覧
表
」（
一
九
七
一
年
四
月
調
整
）
で
は
、
充
足
率

が
一
〇
〇
％
に
満
た
な
い
も
の
一
五
施
設
の
う
ち
、
各
部
局
施
設
は
概
ね
九
〇
％
を
超
え
る
も
の
の
、
図
書
館
教
養
分
館
（
七
一
％
）、

中
央
福
利
施
設
（
五
七
％
）、
教
養
福
利
施
設
（
六
七
％
）、
体
育
施
設
（
七
〇
％
）、
講
堂
（
一
八
％
）、
学
生
寄
宿
舎
（
〇
％
）
と
福

利
更
生
施
設
の
充
足
率
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
七
七
年
、
開
学
一
〇
〇
周
年
を
機
に
百
年
記
念
会
館
（p.a.159

）
が
建
設
さ
れ
た
。
ク
ラ
ー
ク
会
館
が
学
生
会
館
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
教
職
員
、
同
窓
生
の
利
用
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
当
初
は
記
念
資
料
室
、
宿
泊
室
、
二
〇
〇
〇
人
収
容
の
ホ
ー
ル
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を
も
つ
建
物
が
計
画
さ
れ
た
が
、
石
油
危
機
の
影
響
で
、
集
会
室
、
食
堂
、
展
示
室
の
小
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
設
計
は
、
太
田
實

工
学
部
教
授
で
あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
三
階
建
て
、
吹
き
抜
け
の
中
央
ホ
ー
ル
を
中
心
に
諸
室
が
配
置
さ
れ
、
切
妻
屋
根
に

角
柱
を
水
平
に
二
本
貫
入
さ
せ
た
褐
色
の
外
観
で
あ
る
。
同
年
、
現
在
地
に
中
央
食
堂
（p.a.161

）
も
建
設
さ
れ
た
。
福
利
厚
生
施
設

は
、
こ
の
他
、
八
三
年
、
学
生
部
北
西
食
堂
、
市
内
七
カ
所
に
点
在
し
た
寮
を
統
合
し
て
、
男
子
学
生
寮
（
恵
迪
寮
、p.a.177

）
が
新

設
さ
れ
た
。
恵
迪
寮
は
管
理
棟
を
中
心
に
、
六
つ
の
宿
泊
棟
を
放
射
状
に
配
し
た
雪
の
結
晶
を
想
起
さ
せ
る
形
態
の
施
設
で
あ
る
。
八

三
年
の
恵
迪
寮
新
設
に
伴
い
、
閉
鎖
さ
れ
た
寮
の
う
ち
、
旧
恵
迪
寮
は
八
五
年
に
北
海
道
開
拓
の
村
、
旧
有
島
寮
（
旧
有
島
武
郎
邸
、

一
三
年
八
月
、
北
一
二
条
西
三
丁
目
に
建
設
さ
れ
た
和
洋
折
衷
の
住
宅
で
、
六
〇
年
か
ら
北
海
道
大
学
所
有
）
は
八
六
年
札
幌
芸
術
の

森
に
移
築
保
存
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。
な
お
、
旧
有
島
寮
は
、
当
初
取
り
壊
し
を
決
定
し
て
い
た
が
、
取
り
壊
し
に
反
対
す

る
市
民
運
動
な
ど
に
配
慮
し
、
札
幌
市
、
北
海
道
と
協
議
し
た
結
果
、
建
物
譲
渡
の
上
で
移
築
保
存
を
決
定
し
た
。

一
九
八
〇
年
、
大
学
院
独
立
研
究
科
で
あ
る
、
環
境
科
学
研
究
科
（p.a.156

）
の
管
理
、
研
究
、
実
験
棟
が
新
設
さ
れ
る
。
敷
地
の

集
約
化
を
図
る
た
め
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
が
採
用
さ
れ
、
地
上
八
階
に
達
し
、
耐
震
面
も
配
慮
さ
れ
た
。
学
内
の
高
層
化
建

築
の
嚆
矢
と
い
え
る
。
八
一
年
新
設
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
校
舎
（p.a.171

）
は
、
当
初
、
現
医
学
部
附
属
病
院
駐
車
場
の
位
置
に

計
画
さ
れ
た
が
、
敷
地
変
更
さ
れ
た
た
め
入
口
方
向
を
九
〇
度
変
え
、
建
物
計
画
自
体
は
変
更
さ
れ
ず
に
建
設
さ
れ
た
。

北
海
道
大
学
で
は
一
九
七
六
年
か
ら
大
学
を
あ
げ
て
研
究
、
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
推
進
に
取
り
組
み
、
八
二
年
に
国
際
交
流
事

業
基
金
の
創
設
を
決
定
し
た
。
八
五
年
、
国
際
的
な
学
術
交
流
の
場
と
し
て
、
事
務
局
と
対
峙
す
る
正
門
南
側
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
二
階
建
て
、
大
小
二
つ
の
ホ
ー
ル
を
持
つ
学
術
交
流
会
館
（p.a.176
）
が
建
設
さ
れ
た
。
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第
三
節

施
設
の
更
新
と
高
層
化
（
一
九
八
六
〜
九
六
年
）

戦
後
、
急
速
に
拡
張
さ
れ
た
施
設
の
老
朽
化
が
問
題
と
な
り
、
施
設
が
よ
り
高
層
化
し
て
更
新
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
際
化
時
代
を
反

映
し
た
施
設
の
建
設
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、「
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
構
内
環
境
整
備
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
の
環
境
整
備
が
、
学
内
利
用
者
の
利
便
性
や
研
究
環
境
の
向
上
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
学
外
利
用
者
に
対
す
る
配
慮
も
な
さ
れ
た

と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。

第
五
九
回
施
設
計
画
委
員
会
（
一
九
九
二
年
六
月
二
十
四
日
）
に
お
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
が
議
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
二
一

世
紀
の
展
望
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
整
合
性
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
九
四
年
頃
よ
り
、
構
内

環
境
整
備
が
開
始
さ
れ
る
。
中
央
ロ
ー
ン
や
工
学
部
南
側
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
（
通
称
大
野
池
）
で
は
、
流
量
の
減
少
し
た
サ
ク
シ
ュ
コ

ト
ニ
川
に
湧
き
出
し
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
上
で
石
堤
を
築
き
、
散
策
用
の
木
路
や
ベ
ン
チ
を
設
け
る
（p.a.195

）
な
ど
の
整
備
が
図
ら

れ
、
学
内
外
の
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
並
行
し
て
、
案
内
板
、
街
路
灯
、
注
意
標
識
（p.a.197

〜199

）
が
設
置
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
学
内
環
境
保
全
の
他
、
市
民
講
座
の
案
内
や
車
両
制
限
な
ど
学
外
利
用
者
も
対
象
と
し
て
お
り
、「
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
」

の
実
践
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
は
、
熊
谷
直
勝
北
海
道
教
育
大
学
教
授
が
札
幌
市
の
景
観
色
と
し
て
「
シ
ャ
ド
ー
グ
リ
ー
ン
」

と
命
名
し
た
彩
色
が
施
さ
れ
、
構
内
環
境
整
備
に
統
一
し
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
留
学
生
が
急
増
し
、受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
急
務
に
な
る
。こ
の
こ
と
か
ら
九
一
年
に
留
学
生
セ
ン
タ
ー

（p.a.187,
188,

600,
604

）
が
設
置
さ
れ
、
九
四
年
、
ク
ラ
ー
ク
会
館
西
側
の
敷
地
に
独
立
し
た
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。
中
央
ホ
ー

ル
を
片
流
れ
屋
根
の
建
物
が
挟
む
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
で
、
褐
色
の
タ
イ
ル
で
仕
上
げ
ら
れ
た
外
観
は
、
農
学
部
本
館
と
の
景
観
的
調

和
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
九
六
年
に
は
新
川
通
を
隔
て
た
飛
び
地
に
、
第
一
期
と
し
て
国
際
交
流
会
館
（p.a.212

）
が
建
設
さ
れ
、

先
に
建
設
さ
れ
た
学
術
交
流
会
館
と
と
も
に
構
内
南
端
を
学
術
交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
特
徴
付
け
て
い
る
。
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研
究
教
育
施
設
面
で
は
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
が
図
ら
れ
た
が
、
乱
開
発
的
に
建
設
が
相
次
い
だ
構
内
は
、
敷
地
に
余
裕
が
な
く
、

施
設
の
高
層
化
で
さ
ら
な
る
集
約
化
が
図
ら
れ
た
。
一
九
九
四
年
に
は
、
工
学
部
材
料
・
化
学
系
棟
（p.a.211

）、
お
よ
び
理
学
部
物

理
・
高
分
子
学
科
高
層
棟
（
二
号
館
、p.a.182

）
が
、
い
ず
れ
も
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
建
設
さ
れ
た
。
意
匠
面
で
は
、
工
学

部
材
料
・
化
学
系
棟
が
白
色
を
基
調
と
す
る
モ
ダ
ン
な
意
匠
で
あ
る
の
に
対
し
、
理
学
部
二
号
館
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
で
仕
上
げ
ら

れ
、
尖
塔
ア
ー
チ
な
ど
様
式
的
意
匠
が
施
さ
れ
て
お
り
、
各
部
局
本
館
の
意
匠
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。
先
行
例
と
し
て
、
ア
ー

チ
装
飾
を
施
す
な
ど
農
学
部
本
館
を
意
識
し
た
、
九
二
年
建
設
の
農
学
部
共
同
実
験
棟
（p.a.190

）
が
挙
げ
ら
れ
、
統
一
感
あ
る
景
観

形
成
に
寄
与
し
て
い
る
。
第
六
〇
回
施
設
計
画
委
員
会
（
九
三
年
六
月
二
十
三
日
）
で
は
、
工
学
部
長
で
あ
る
丹
保
憲
仁
委
員
か
ら
「
工

学
部
の
再
開
発
に
伴
い
、
外
壁
の
タ
イ
ル
の
色
の
協
議
が
あ
っ
た
が
、
大
学
全
体
の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
中
で
整
合
性
を
考
慮
し
、

事
務
局
で
指
導
し
て
欲
し
い
」
と
の
発
言
が
あ
る
な
ど
、
施
設
を
含
む
キ
ャ
ン
パ
ス
の
調
和
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

理
学
部
二
号
館
に
使
用
さ
れ
た
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
に
刻
ま
れ
た
条
痕
は
、
機
械
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
と

は
、
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
に
櫛
引
で
条
痕
を
つ
け
た
も
の
で
、
戦
前
期
、
公
共
建
築
な
ど
を
中
心
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。
戦
後
は
機
械
生
産

と
な
っ
た
た
め
、
タ
イ
ル
の
質
感
の
印
象
は
異
な
る
。

ま
た
、
一
九
九
二
年
、
医
学
部
附
属
病
院
（p.a.184
）
が
高
層
化
さ
れ
た
ほ
か
、
九
六
年
、
薬
学
部
研
究
教
育
棟
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の

改
修
（p.a.206

）
が
動
物
舎
の
新
築
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
、
九
五
年
に
は
「
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー

ハ
ウ
ス
・
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」（p.a.201

）
が
大
野
池
南
側
に
、「
は
る
に
れ
」（
学
生
食
堂
、p.a.217

）
が
体
育
館
南
側
に
建
設
さ
れ
て

い
る
。
工
学
部
小
林
研
究
室
設
計
の
「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」
は
三
つ
の
会
議
室
と
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
む
施
設
で
、
全
体
は

立
方
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
北
側
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
曲
線
を
描
く
ガ
ラ
ス
開
口
と
片
流
れ
の
屋
根
で
ま
と
め
ら
れ
、
大
野
池
に
対

し
て
緩
や
か
な
表
情
を
見
せ
る
と
と
も
に
、
中
央
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見
せ
、
外
溝
計
画
と
と
も
に
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
は
緑
地
整
備
や
案
内
看
板
な
ど
の
構
内
環
境
整
備
が
進
む
一
方
で
、
新
築
、
更
新
さ
れ
る
施
設
も
構
内

環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
て
計
画
さ
れ
、
将
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
骨
子
と
な
っ
た
。

第
六
章

二
一
世
紀
に
向
け
て
の
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
形
成

一
九
九
六
〜
二
〇
〇
一
年

本
章
で
扱
う
六
年
間
は
、
北
海
道
大
学
が
初
め
て
総
合
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
計
画
を
立
案
し
て
、
そ
れ
に
連
携
す
る
よ
う
に
施

設
・
環
境
整
備
を
実
現
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
を
記
述
す
る
た
め
に
、
施
設
整
備
を

担
保
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
整
備
計
画
の
中
身
を
見
る
こ
と
、
ま
た
実
現
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
計
画
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
と
い

う
複
眼
的
な
視
点
を
設
定
す
る
。

こ
の
時
期
の
北
海
道
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
は
、
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
新
た
な
時
代
の
進

展
や
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
大
学
院
の
整
備
拡
充
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
内
容
や
組
織

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
改
革
の
目
標
と
な
る
大
学
の
未
来
像
を
現
実
化
す
る
た
め
に
、
新
し
い
教
育
研
究
を
可
能
と
す

る
場
を
い
か
に
整
備
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。そ
の
結
果
が「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」

の
策
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
う
将
来
に
わ
た
る
キ
ャ

ン
パ
ス
の
環
境
形
成
に
か
か
わ
る
計
画
を
基
に
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
空
間
的
骨
格
と
位
置
づ
け
、
施
設
・
環

境
整
備
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
部
も
含
め
て
全
体
的
に
展
開
し
、
様
々
な
整
備
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
長
年
の
間
キ
ャ
ン
パ

ス
を
南
北
に
二
分
し
て
い
た
北
一
八
条
道
路
が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
化
さ
れ
、
地
上
部
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
質
的
に
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